家庭礼拝　201１年2月2日　コリント第Ⅰ　３章
　賛美歌2１４　わが魂の光　聖書朗読　　祈り　奨励説教　一分黙想　全員祈り　主の祈り　　賛美歌45４　愛する神にのみ
起

この、コリント第一の手紙は、コリント教会の中で起こった分裂を諌めるためにパウロによって書かれました。今までの１，２章では、はちょっと遠まわしに非難してきましたが、この3章では、歯に絹を着せない方法で、あからさまにコリント教会の愚かさを非難します。２章では、まだ成熟した信仰者とはと言う言い方で、暗に非難するところもありましたが、この３章では、あなた方は肉の人だ、乳飲み子だ、自分を欺くものだと直接非難します。これだけ言われたら、すっかり信仰から離れて行ってしまいそうな気さえします。
この箇所は、私たちにとっても耳の痛い箇所です。私たちもまた、事情はどうあれ、教会の分裂を引き起こした張本人だからです。この聖書の御言葉を聴く時、心で反論することは禁物です。もし、反論したならば、私たちは成長せず、自分達の正しさにしがみつくだけでしょう。結局神様からも見放されるかもしれません。コリントの人たちはどのようにこの手紙を読み、聞いたでしょうか。中には反発するものもあり、悔い改めるものもあり、諌める者もあり、無視するものもあったでしょう。ですが、この手紙が、今の時代まで受け継がれてきたことは、このコリントへの手紙が大切にされてきた証拠でもあります。コリント教会の人々は、この手紙での叱責を、神様からの叱責として受け取り、この手紙を大切にして、何度も何度も読まれたに違いありません。まだ新約聖書の出来ていなかった教会の指針となる書簡として、大切に読まれていったのだと思います。私たちもまた、コリントの教会の人々と供に、叱責を受けるものとして、そして神の言葉を与えられたものとして、この御言葉から逃げることなく、反論することなく、感謝して受け止めて行きたいと思います。
承
パウロはまずこういいます。１節と２節です。
１コリ 3:1　兄弟たち、わたしはあなたがたには、霊の人に対するように語ることができず、肉の人、つまり、キリストとの関係では乳飲み子である人々に対するように語りました。

１コリ 3:2　わたしはあなたがたに乳を飲ませて、固い食物は与えませんでした。まだ固い物を口にすることができなかったからです。いや、今でもできません。
パウロはコリントの教会の人たちを、肉の人、乳飲み子であると言いました。信仰の成熟した人たちは霊の人です。パウロは、霊の人たちには、神秘としての神の知恵を語りました。ところが、パウロはコリントの人たちに対しては、霊の人に対するように語ることはできなかったと言います。どのように語ったかと言うと、乳飲み子である人々に対するように語ったと言ったのです。それは、まだ固いものを口にすることができない乳飲み子には乳を飲ませて、固い食物を与えないようにしたと言うのです。それどころか、今でもそうだというのです。これは、コリント教会の人々にとっては、心を傷つけられ、侮辱されたような言葉です。ですが、コリントの人たちは確かに肉の人でした。肉の人はこの世での、利益を求める人々です。この世での利害損得にこだわる人たちです。目に見える世界しか信じられず、目に見えない世界、霊的な世界はまだ信じられない人々です。その証拠が、教会の分裂だと、パウロは言っているのです。その根拠を3節と4節で語っています。パウロは言いました。
１コリ 3:3　相変わらず肉の人だからです。お互いの間にねたみや争いが絶えない以上、あなたがたは肉の人であり、ただの人として歩んでいる、ということになりはしませんか。
１コリ 3:4　ある人が「わたしはパウロにつく」と言い、他の人が「わたしはアポロに」などと言っているとすれば、あなたがたは、ただの人にすぎないではありませんか。

　ここでは、はっきりと、パウロは、お互いの間にねたみや争いが絶えない以上、あなた方は肉の人であり、ただの人である。といっています。この言葉に対して、私もこのまま受け入れたいと思います。私たちは、確かに、ねたみや争いを起こしたのです。その理由は問わないのです。どんな理由であれ、ねたみや争いを起こした以上、私たちもまた、肉の人であり、霊の人ではありませんでした。成熟した信仰者ではなく、神秘としての神の知恵が語られたとしても受け取れない乳飲み子なのです。今、私たちもまた、複雑な思いを持って、この言葉を聴いています。ここに居られる主もまた聞いています。その主の聞いておられる場にあって、私たちがどうすればよいかが問われています。私たちが今、自分を正当化したとしたら、もうそれでおしまいです。それより先の成長はないでしょう。肉の人のままです。もし、今、私たちが、自分たちがねたみや争いを起こしたものであり、教会を分裂させたものであり、肉の人であり、乳飲み子であったことを認めるならば、そして、いかに愚かな者であったかを認め悔い改めるるならば、憐れみ深い主は、私たちをとりなしてくださり、霊の人へと成長させてくださり、私たちがなるべきものへとならしてくださるに違いありません。それはもう、私たちが肉の思いを持っていたときに思い描いていた解決のイメージとは違うかもしれません。どういう風になるのかは、主におゆだねして、私たちは、まず、ありのままの自分を認めうけいれていくことから始められたらと思います。
転
パウロは、コリントの教会の人々が、分裂して言い争っていることの意味を次のように説きます。4節から7節です。
１コリ 3:4　ある人が「わたしはパウロにつく」と言い、他の人が「わたしはアポロに」などと言っているとすれば、あなたがたは、ただの人にすぎないではありませんか。

１コリ 3:5　アポロとは何者か。また、パウロとは何者か。この二人は、あなたがたを信仰に導くためにそれぞれ主がお与えになった分に応じて仕えた者です。

１コリ 3:6　わたしは植え、アポロは水を注いだ。しかし、成長させてくださったのは神です。
１コリ 3:7　ですから、大切なのは、植える者でも水を注ぐ者でもなく、成長させてくださる神です。
コリントの教会では、パウロにつく、アポロにつく、さらにはペトロに、イエスキリストにつくとさえ言いました。言っている意味がよくわからないでいっているところもありました。パウロは、アポロとは何者か、パウロとは何者か、二人ともあなた方のために主に仕えるものではないかといいました。そして、私は植え、アポロは水を注いだ。しかし成長させてくださったのは神ですと言いました。パウロもアポロも神様の御業のほんの少しの間、お手伝いしただけなのです。実際に継続的に成長させてくださるのは神様なのだから、大切なのは神様ではないかと訴えました。
私たちは自分たちを過大評価してしまいます。子供を育てる時でも、仕事をするときでも、教会に仕えている時でもそうなのです。この子供たちは、私が苦しんで生んで、苦労して育てた子供たちだと思ったり、この仕事は私のアイデアで、始まり、私の努力でここまで大きくなったと思い、この教会は、私たちが建てたんだ、私たちの献金と献身によって、ここまで、やってこれるようになったのだと、単純にそう思ってしまうのです。冷静に考えればそうでないことはわかっていても、そのように思い、それに執着してしまいます。ですが実際には、私達がいなくても子は育ち、私達がいなくても仕事はうまく進み、私達がいなくても教会はその営みを続けていくのです。そこには、成長させてくださる神様が働いてくださって、実際に成長を継続させてくださっているからです。私達の働きは本の小さなものだったのです。自分がいなければ、と思っていたのが、自分がいなくてもうまくいくのは、神様がそれをしているからです。教会はこれからも、私達がいなくても、神様に支えられ、育てられていくでしょう。私たちはほんのちょっとお手伝いしただけですから。パウロはさらにこういいました。8節と9節です。
１コリ 3:8　植える者と水を注ぐ者とは一つですが、それぞれが働きに応じて自分の報酬を受け取ることになります。
１コリ 3:9　わたしたちは神のために力を合わせて働く者であり、あなたがたは神の畑、神の建物なのです。
パウロが言っているのは、どちらが正しい、どちらが良い、ということではなく、どちらも主に仕え、それぞれが働きに応じて自分の報酬を受け取るものだということです。どちらも神のために力を合わせて働くものであって、どちらがよいというものではない。ということです。そして、あなた方は神の畑、神の建物なのですといいました。パウロもアポロも、この神の畑のために働き、神の建物を建てるために働いたのです。その結果は、いかに実り豊かなものとなるのか、いかにすばらしい神殿となるのかということになります。私たちもまた、牧師と力を合わせ、実り豊かな畑、すばらしい神殿のために奉仕すべきだったのだと思います。これがパウロが教える神の言葉なのです。パウロはさらに宣教の働きを建築にたとえてこういいました。10節から13節です。
１コリ 3:10　わたしは、神からいただいた恵みによって、熟練した建築家のように土台を据えました。そして、他の人がその上に家を建てています。ただ、おのおの、どのように建てるかに注意すべきです。

１コリ 3:11　イエス・キリストという既に据えられている土台を無視して、だれもほかの土台を据えることはできません。

１コリ 3:12　この土台の上に、だれかが金、銀、宝石、木、草、わらで家を建てる場合、
１コリ 3:13　おのおのの仕事は明るみに出されます。かの日にそれは明らかにされるのです。なぜなら、かの日が火と共に現れ、その火はおのおのの仕事がどんなものであるかを吟味するからです。
パウロの働きは、イエスキリストという土台を作ることだと言っています。その上にどんな家を作るかは次の働き人の仕事に成ります。良い働きによるものか、悪い働きによるものかは、終末の時に明るみに出され、明らかにされると言っています。だから、それを判断するのは人間ではなく、神様であると言うことです。パウロが土台を作って引き下がり、次の人にバトンタッチしたように、私たちも教会のある時期を受け持って、その働きをした後、バトンタッチしたのです。その仕事がよかったのか悪かったのかは、かの日に主が明らかにされることです。そのことについて私たちは思い煩ってはならないのだと思います。
一転してパウロはこういいます。

１コリ 3:16　あなたがたは、自分が神の神殿であり、神の霊が自分たちの内に住んでいることを知らないのですか。

１コリ 3:17　神の神殿を壊す者がいれば、神はその人を滅ぼされるでしょう。神の神殿は聖なるものだからです。あなたがたはその神殿なのです
パウロは、このような分裂を招いた原因は、自分達のほうが正しい、自分達のほうが知恵があるという思いがあるからだと考えました。そしてこういったのです。１８節から２０節です。

１コリ 3:18　だれも自分を欺いてはなりません。もし、あなたがたのだれかが、自分はこの世で知恵のある者だと考えているなら、本当に知恵のある者となるために愚かな者になりなさい。
１コリ 3:19　この世の知恵は、神の前では愚かなものだからです。「神は、知恵のある者たちを／その悪賢さによって捕らえられる」と書いてあり、

１コリ 3:20　また、／「主は知っておられる、／知恵のある者たちの論議がむなしいことを」とも書いてあります。

１コリ 3:21　ですから、だれも人間を誇ってはなりません。すべては、あなたがたのものです。

　パウロは、自分のほうが知恵がある、正しいと誇る思いがこのような分裂を引き起こし、神の神殿を壊すものだと言いました。そして自分を欺いてはならない、と言いました。ありのままの自分をよく見なさいということです。この世の知恵が、神の前では愚かなものであることを知りなさいと言うことです。自分が知恵があるかどうかなど分からないのに知恵があると思い込んではいけないと言うことです。パウロはむしろ、本当に知恵のある者となるために愚かな者になりなさい。と勧めました。自分を正当化すると、そこで成長は止まってしまいます。自分が正しい、とするとそこで私達の思考は止まってしまいます。むしろ愚かなものであるとの認識から出発したほうが、成長していくのだと思います。この世の知恵は神の前では愚かなものだからですと言いました。そして誰も、人間を誇ってはなりません。全てはあなた方のものです。と不思議なことを言いました。人間を誇ってはなりませんまでは分かりますが、すべてはあなた方のものですとは何のことでしょうか。その後に続く言葉は２２節と２３節です。

１コリ 3:22　パウロもアポロもケファも、世界も生も死も、今起こっていることも将来起こることも。一切はあなたがたのもの、

１コリ 3:23　あなたがたはキリストのもの、キリストは神のものなのです。
ここで言われているあなた方とは、どうも教会のことのようです。１６節の、あなた方は神殿である、から来て、すべてはあなた方のもの、すなわち教会のものである、と続きます。そしてパウロもアポロもケファも、世界も生も死も一切はあなた方のものすなわち教会のものである。そして教会はキリストのもの、キリストは神のものということになるのだと思います。その教会をあなた方は、自分の知恵を誇って壊そうとするのか、それならば神はそのものを滅ぼされるだろうと言っているのです。
結

パウロの言おうとしているのは、自分を知恵あるものと思わないで、ありのままに自分の愚かさを知りなさいということです。そして、人は主に用いられる働き人であって、成長させてくださる神様に仕えるものであるということです。だから、人間を誇って分裂などしてはいけないと言ったのです。すべてはあなた方のものであるのだから、すべては教会のものなのだから、そこで分裂などしてはいけないと説いたのです。なかなか自分の愚かさを認めることは難しいしつらいものです。ましてや悔い改めなさいと言われて悔い改められるものではありません。それはやはり、自分で気がつき、自分から悔い改めていくしかないのです。本当に知恵あるものとなるために愚かになるのです。そのようになれるようにと神様に祈ります。
(一分間黙祷の後祈り)
天の父なる神様、私たちは今、私たちにとっては、受け入れがたい勧めを聞きました。ですが、どうか自分が愚かであることを受け入れ、肉の思いでいたことを反省し、本当に知恵あるものとなるために、愚かなものとなって再スタートすることが出来ますように。それぞれがあなたに用いられている働き人であり、大切にされるべき人であることを思います。成長させてくださる神様のことを思い、どうか一つ思いとなることが出来ますように。心の中で騒ぎ立つ、言い訳や言い分にとらわれることがありませんように。ただひたすらに悔い改めていくことが出来ますように。どうかあなたの聖霊によって守られ導かれますように。
世界に平和がありますように。一人ひとりに幸せがありますように。この祈りを主イエスキリストの御名によってお祈りいたします。アーメン。

◆神のために力を合わせて働く

１コリ 3:1　兄弟たち、わたしはあなたがたには、霊の人に対するように語ることができず、肉の人、つまり、キリストとの関係では乳飲み子である人々に対するように語りました。

１コリ 3:2　わたしはあなたがたに乳を飲ませて、固い食物は与えませんでした。まだ固い物を口にすることができなかったからです。いや、今でもできません。

１コリ 3:3　相変わらず肉の人だからです。お互いの間にねたみや争いが絶えない以上、あなたがたは肉の人であり、ただの人として歩んでいる、ということになりはしませんか。
１コリ 3:4　ある人が「わたしはパウロにつく」と言い、他の人が「わたしはアポロに」などと言っているとすれば、あなたがたは、ただの人にすぎないではありませんか。

１コリ 3:5　アポロとは何者か。また、パウロとは何者か。この二人は、あなたがたを信仰に導くためにそれぞれ主がお与えになった分に応じて仕えた者です。

１コリ 3:6　わたしは植え、アポロは水を注いだ。しかし、成長させてくださったのは神です。
１コリ 3:7　ですから、大切なのは、植える者でも水を注ぐ者でもなく、成長させてくださる神です。

１コリ 3:8　植える者と水を注ぐ者とは一つですが、それぞれが働きに応じて自分の報酬を受け取ることになります。１コリ 3:9　わたしたちは神のために力を合わせて働く者であり、あなたがたは神の畑、神の建物なのです。

１コリ 3:10　わたしは、神からいただいた恵みによって、熟練した建築家のように土台を据えました。そして、他の人がその上に家を建てています。ただ、おのおの、どのように建てるかに注意すべきです。

１コリ 3:11　イエス・キリストという既に据えられている土台を無視して、だれもほかの土台を据えることはできません。

１コリ 3:12　この土台の上に、だれかが金、銀、宝石、木、草、わらで家を建てる場合、

１コリ 3:13　おのおのの仕事は明るみに出されます。かの日にそれは明らかにされるのです。なぜなら、かの日が火と共に現れ、その火はおのおのの仕事がどんなものであるかを吟味するからです。

１コリ 3:14　だれかがその土台の上に建てた仕事が残れば、その人は報いを受けますが、

１コリ 3:15　燃え尽きてしまえば、損害を受けます。ただ、その人は、火の中をくぐり抜けて来た者のように、救われます。

１コリ 3:16　あなたがたは、自分が神の神殿であり、神の霊が自分たちの内に住んでいることを知らないのですか。

１コリ 3:17　神の神殿を壊す者がいれば、神はその人を滅ぼされるでしょう。神の神殿は聖なるものだからです。あなたがたはその神殿なのです。

１コリ 3:18　だれも自分を欺いてはなりません。もし、あなたがたのだれかが、自分はこの世で知恵のある者だと考えているなら、本当に知恵のある者となるために愚かな者になりなさい。
１コリ 3:19　この世の知恵は、神の前では愚かなものだからです。「神は、知恵のある者たちを／その悪賢さによって捕らえられる」と書いてあり、

１コリ 3:20　また、／「主は知っておられる、／知恵のある者たちの論議がむなしいことを」とも書いてあります。

１コリ 3:21　ですから、だれも人間を誇ってはなりません。すべては、あなたがたのものです。

１コリ 3:22　パウロもアポロもケファも、世界も生も死も、今起こっていることも将来起こることも。一切はあなたがたのもの、

１コリ 3:23　あなたがたはキリストのもの、キリストは神のものなのです。
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